教材番号　　憲法No.1
対象　　　　小・中・高
～男女別のトイレは男女差別！？～
1
事例
①
A君(12歳男性)は、X市市民会館でのX市主催のイベントに参加している途中、近くのトイレに行こうとしたところ、X市の係員から、そのトイレは女子専用トイレであるから少し離れた男子専用トイレに行くように注意された。A君が男性であることを理由に女子専用トイレの利用を認めなかったX市の係員の行為は憲法上許されるか。
②
B君(15歳男性)は、将来外交官となって活躍したいという夢を持っており、高校は国際関係の学科に進みたいと思っていたが、Y県では国際学科のある高校は県立Y女子高校という女子高が一つあるのみであった。B君はどうしても国際学科に行きたいとY女子高校に願書を提出したが、Y女子高校は、B君が男性であることを理由に願書を受理しなかった。B君が男性であることを理由に願書の受理を拒絶したY女子高校の行為は憲法上許されるか。
③
C君(17歳男性)は、Z市役所の受付けのアルバイトを募集する広告を出していたので、そのアルバイトに応募したところ、Z市の担当者が、「今回は受付け担当として募集しているので、女性しか採用しない」と言って、C君を不採用とした。C君が男性であることを理由に不採用としたZ社の行為は憲法上許されるか。
2
テーマ・ポイント
　憲法上許されない男女差別の事例(設例③)と男女の性差ゆえに当然に許容されるべき合理的区別(設例①)の事例、及び中間的で判断の難しい事例(設例②)のそれぞれを検討することにより、差別とは何か、差別と合理的区別とを分ける基準は何かという、憲法の定める平等権(14条1項)の基本的な考え方を学ぶ。
3
授業の進め方(一例)
　まず事前に各自で上記の各設例における結論とその理由を考えてきてもらう。その上で、当日はグループごとに分かれて、各グループ内で上記の各設例の結論とその理由を議論し、各グループごとの意見をまとめてもらう。その後各グループに結論と理由を発表してもらい、最後に弁護士が考え方の基本と結論及びその理由を説明する。
　なお、設例②は平成15年度司法試験の論文式試験の過去問の発展型であり、男女平等は司法試験でも問題とされるぐらい微妙な問題であり、慎重な対処が必要である旨も時間があれば補足してもよいかと思われる。






　
以上
